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久留米陸上競技場で 

輝く 

　
日
本
は
長
寿
国
、
平
均
寿
命
は
長
い
が
、

介
護
を
受
け
た
り
病
気
で
寝
た
き
り
の
期
間

が
、
平
均
し
て
10
年
程
度
あ
る
と
云
う
。「
健

康
寿
命
」（
24
・
６
・
１
付
・
西
日
本
新
聞
）。 

　
私
は
毎
日
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
準
備

体
操
の
後
近
郊
を
走
っ
て
い
る
。
時
折
公
園

の
周
回
コ
ー
ス
に
出
か
け
る
事
も
あ
る
が
、

当
然
、
歩
い
て
い
る
人
の
横
を
通
過
す
る
。

そ
ん
な
時
、
こ
こ
は
遊
歩
道
「
走
る
コ
ー
ス

で
は
な
い
」
「
年
寄
り
が
無
理
し
て
走
ら
ん

で
も
」。
そ
ん
な
態
様
が
感
じ
ら
れ
る
。「
歩
」

は
、
日
常
歩
行
の
ラ
イ
フ
型
か
ら
、
大
会
参

加
等
の
ロ
ン
グ
、
そ
し
て
全
身
を
使
っ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
型
↓
走
り
へ
進
化
す
る
。 

　
一
方
「
走
」
は
一
部
選
手
の
競
技
か
ら
市

民
参
加
型
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

↓
歩
き
へ
移
行
。
「
歩
と
走
」
基
本
は
共
通

す
る
か
ら
、
現
在
の
体
力
に
適
し
た
強
度
に

よ
り
選
択
し
楽
し
め
ば
良
い
。
結
果
と
し
て

健
康
寿
命
（
自
立
生
活
で
き
る
期
間
）
を
延

ば
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。 

八
女
走
ろ
う
会
　
徳
永
　
意
信 

　
子
供
の
頃
か
ら
走
る
事

が
大
好
き
で
、
今
も
時
間

を
見
つ
け
て
は
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
目
的
は
、
第
一

に
純
粋
に
好
き
だ
か
ら
。

そ
し
て
、
第
二
に
航
空
自

衛
官
と
い
う
職
務
上
体
力

を
要
す
る
か
ら
で
す
。
自

由
気
ま
ま
に
考
え
事
を
し

な
が
ら
長
い
距

離
を
踏
ん
だ
り
、

時
に
は
、
ス
ピ

ー
ド
強
化
を
取

り
入
れ
た
り
と

練
習
内
容
は
様
々

で
す
。
八
女
工

業
高
校
時
代
か

ら
八
女
走
ろ
う

会
に
所
属
し
、

約
15
年
に
な
り

ま
す
。
関
東
か

ら
九
州
の
い
ろ

ん
な
大
会
に
参
加
し
、
時

に
は
、
家
族
旅
行
を
兼
ね

て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
近
年
の
大
会
は
女
性

ラ
ン
ナ
ー
、
特
に
若
い
方

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
カ

ラ
フ
ル
な
ウ
ェ
ア
を
着
こ

な
し
、
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
か
け
る
と
、
こ
ち
ら

ま
で
嬉
し
く
な
る
く
ら
い

で
す
。 

　
今
年
は
長
年
の
夢
で
し

た
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

（
１
０
０
㎞
）
」
を
完
走

し
ま
し
た
。
阿
蘇
の
山
々

は
難
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

雄
大
な
景
色
を
一
望
し
、

長
い
旅
路
を
12
時
間
か
け

て
走
り
ま
し
た
。
次
の
目

標
は
、
「
富
士
山
登
山
マ

ラ
ソ
ン
」
で
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
も
う
少
し
大
き
く

な
っ
て
一
緒
の
大
会

に
出
場
出
来
る
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。 

　
山
下
　
サ
ヤ
カ 

（
陸
上
自
衛
官
の
夫

と
１
男
・
１
女
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
６

回
、
立
花
町
在
住
） 

みんなでおえかき 

　
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
が
歌
っ
た
「
天
城
越
え
」
の

編
曲
者
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
立
花
町
出
身
の

桜
庭
伸
幸
君
で
す
。
こ
の
曲
で
レ
コ
ー

ド
大
賞
編
曲
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
夢

芝
居
」
「
３
年
目
の
浮
気
」
「
望
郷
じ

ょ
ん
か
ら
」
な
ど
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

編
曲
。
復
帰
後
の
都
は
る
み
さ
ん
の
歌

（
「
千
年
の
古
都
」
「
小
樽
運
河
」
な
ど
）

の
ほ
と
ん
ど
を
編
曲
し
、
リ
サ
イ
タ
ル

な
ど
の
音
楽
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
桜
庭
君
は
光
友
中

学
校
（
今
の
立
花

中
）
で
野
球
少
年
だ

っ
た
の
で
す
が
、
一

緒
に
白
球
を
追
っ
て

い
た
仲
間
の
一
人
が

自
動
車
整
備
の
仕
事

を
し
て
い
る
中
島
治

男
君
（
立
花
町
下
辺

春
）
。
音
楽
家
の
桜

庭
君
は
「
治
男
君
の

歌
は
プ
ロ
以
上
」
と

評
す
る
歌
上
手
で

す
。 

　
今
回
光
友
中
学
校
を
昭
和

36
年
に
卒
業
し
た
同
級
生
で

桜
庭
、
中
島
君
を
メ
ー
ン
に

し
た
「
み
ん
な
で
歌
を
楽
し

む
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

中
島
君
は
い
つ
も
の
作
業
服

を
ス
ー
ツ
に
着
替
え
、
桜
庭

君
作
曲
の
「
奥
入
瀬
」
、

編
曲
の
「
東
京
イ
レ
ブ
ン

ラ
ブ
コ
ー
ル
」
や
「
北
の

蛍
」
「
瞼
の
母
」
「
黄
昏

の
ビ
ギ
ン
」
「
マ
イ
ウ
エ

イ
」
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

ち
な
み
に
桜
庭
君
は
八
女

高
校
、
中
島
君
は
八
女
工

業
高
校
卒
で
す
。 

　
二
人
の
ほ
か
に
、
同
級

生
の
山
口
昌
世
さ
ん
（
矢

部
村
在
住
）
、
野
田
ひ
ろ

み
さ
ん
（
八
女
市
在

住
）
、
昨
年
暮
れ
に
桜
庭

君
作
詞
作
曲
の
「
ば
ら
の

微
笑
み
」
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
し
た
牟
田
礼
子
さ
ん

（
久
留
米
市
在
住
）
、
八
女

筑
後
の
女
性
合
唱
グ
ル
ー
プ

「
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
」
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
ま
す
。
レ
ベ
ル

の
高
い
歌
い
手
が
そ
ろ
い
ま

す
。 

　
桜
庭
君
は
多
く
の
曲
で
ピ

ア
ノ
伴
奏
し
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
「
故
郷
」
「
里

の
秋
」
「
青
春
時
代
」
な
ど

を
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
最
後
に
は
、
八
女
に
ち

な
ん
だ
歌
も
披
露
し
ま
す
。 

　
今
回
の
よ
う
な
企
画
は
、

桜
庭
君
と
い
う
プ
ロ
の
音
楽

家
が
身
近
に
い
た
か
ら
こ
そ

出
来
る
催
し
で
す
。
楽
し
く

て
暖
か
い
時
間
を
演
出
し
ま

す
。
中
島
君
と
ゲ
ス
ト
の
歌
、

桜
庭
君
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
…
…
。

本
当
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

期
日
　
10
月
13
日
（
土
）
午

後
１
時
開
場
、
１
時
半
開
演 

場
所
　
八
女
市
民
会
館
　
お

り
な
す
八
女
小
ホ
ー
ル 

入
場
料
　
２
千
円 

チ
ケ
ッ
ト
残
部
少
々 

　
※
お
問
い
合
わ
せ
は
福
原

（
０
９
０
―
３
１
９
９
―
１

６
８
８
）
ま
で
。 

今
月
の
川
柳 

今
月
の
川
柳 

            

　
戦
中
戦
後
の
激
動
の
時
代
、
人

と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
、
そ
し

て
、
誠
実
に
生
き
た
、
お
節
介
焼

き
の
梅
ち
ゃ
ん
先
生
。 

　
私
達
に
、
「
ど
う
に
か
な
る
」

と
前
向
き
に
生
き
る
元
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
”梅
ち
ゃ
ん
先

生
”
長
い
間
あ
り
が
と
う
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
人
生
・
健
康
が
一
番
　
① 

阿
蘇
１
０
０
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て 

中島　治男君 

山口　昌世さん 

　
み
ん
な
で
歌
を
楽
し
む
会 

総指揮　桜庭伸幸君 

田中店長おすすめコーナー 

筑後市前津　10942-54-7755
JAふくおか八女 

生産者と消費者を結ぶ 
新しいスタイルの農産物直売所 

みかん 

レインボーレッドキウイ いちじく とよみつひめ 

八女学院 学校 
法人 広 川 幼稚園 
広川町大字新代　10943-32-4172

　すずしい風が吹くようになりました。きょうは、ぼくたち、みん

なでことりさんを作りました。大きな木もみんなで手型で作ったん

だよ！えのぐあそびは楽しかったよ。毎日広い運動場でいっぱいか

けっこや砂場であそびます。アンパンマンのすべり台もたのしいヨ。 

　ぼくたちは、こねこ組です。2才と、満3才になったお友達がい

るクラスです。みんなオムツがとれてちょっぴりお兄ちゃんになっ

てがんばってま～す。10月6日（土）の運動会には、応 

援に来て下さいね。 

　広川幼稚園では、いつでも見学していただいて結構で 

す。一時保育も行っています。お気軽にお電話下さい。 

ぼくたち 
わたしたち が 
かいたよ 

野田　ひろみさん 

牟田　礼子さん 


